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講
師
紹
介

渡
邊

孝
経

昭
和
五
十
九
年
三
月
筑
波
大
学
体
育
専
門
学
群
卒
業

昭
和
五
十
九
年
四
月
〜
平
成
元
年
三
月

長
崎
県
立
壱
岐
高
等
学
校
勤
務

平
成
元
年
四
月
〜
令
和
三
年
三
月

長
崎
県
立
島
原
高
等
学
校
勤
務
（
教
諭
・
教
頭
・
校
長
）

現
在
令
和
三
年
四
月
〜
長
崎
県
保
健
体
育
課

（
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
総
合
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

松
崎
賢
士
郎

平
成
二
十
六
年
長
崎
県
立
島
原
高
等
学
校
入
学

平
成
二
十
九
年
四
月
筑
波
大
学
体
育
学
群
入
学

令
和
三
年
四
月
筑
波
大
学
大
学
院

人
間
総
合
科
学
学
術
院
人
間
総
合
科
学
研
究
群

博
士
前
期
課
程
体
育
学
学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
入
学

令
和
五
年
四
月
博
士
後
期
課
程
体
育
科
学

学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
入
学

現
在

筑
波
大
学
体
育
系
特
任
助
教
、

茗
溪
学
園
中
学
校
高
等
学
校
非
常
勤
講
師
　
　
　
　
　

令 和 ７ 年 度 国 ス ポ 強 化 錬 成 会

トップコーチ招聘事業
令和８年１月２４日（土）千葉県武道館

令
和
八
年
一
月
二
十
四
日
（
土
）、
千
葉

県
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
武
道
館
に
お
い

て
「
国
ス
ポ
強
化
錬
成
会

ト
ッ
プ
コ
ー
チ

招
聘
事
業
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
事
業

は
、
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
お
よ
び
令
和
九
年

の
千
葉
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
向
け
た
高
校
生
の

競
技
力
向
上
を
目
的
と
し
た
も
の
で
、
県
内

の
強
化
指
定
選
手
（
男
子
四
十
五
名
、
女
子

四
十
七
名
）
と
指
導
者
三
十
九
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

講
師
に
は
、
長
崎
県
立
島
原
高
校
を
男
女

通
算
十
九
回
の
全
国
優
勝
に
導
い
た
名
将
・

渡
邉
孝
経
先
生
と
、
そ
の
教
え
子
で
全
日
本

選
手
権
覇
者
の
松
﨑
賢
士
郎
先
生
（
筑
波
大

学
教
員
）
と
い
う
、
日
本
剣
道
界
の
至
宝
と

も
い
え
る
お
二
人
を
お
迎
え
し
ま
し
た
。

午
前
中
の
講
話
で
は
、
高
校
生
を
対
象
に

松
﨑
先
生
が
自
身
の
歩
み
を
振
り
返
り
つ
つ
、

現
在
の
研
ぎ
澄
ま
さ
れ
た
剣
道
観
を
伝
授
。

生
徒
か
ら
は
終
了
時
間
の
間
際
ま
で
質
問
が

相
次
ぐ
大
盛
況
と
な
り
ま
し
た
。
一
方
、
指

導
者
対
象
の
講
話
で
は
、渡
邉
先
生
よ
り「
部

活
動
の
意
義
」
や
「
指
導
者
と
し
て
の
情
熱

と
覚
悟
」
に
つ
い
て
重
厚
な
お
話
を
い
た
だ

き
、参
加
者
一
同
、深
く
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

実
技
演
習
で
は
、
渡
邉
先
生
の
徹
底
し
た

ご
指
導
の
も
と
、
素
振
り
か
ら
打
ち
込
み
稽

古
、
午
後
は
試
合
を
想
定
し
た
実
践
的
な
戦

術
や
技
の
展
開
へ
と
進
み
ま
し
た
。
常
に
先

頭
で
手
本
を
示
す
松
﨑
選
手
の
動
き
は
ま
さ

に「
圧
巻
」の
一
言
。生
徒
た
ち
は
そ
の
ス
ピ
ー

ド
と
気
迫
に
目
を
輝
か
せ
、
一
挙
手
一
投
足

を
見
逃
す
ま
い
と
集
中
し
て
い
ま
し
た
。

昼
食
休
憩
時
に
は
松
﨑
選
手
と
の
写
真
撮

影
に
長
蛇
の
列
が
で
き
る
な
ど
、
和
や
か
な

交
流
も
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
最
後
は
全
員
で

の
合
同
稽
古
で
締
め
く
く
ら
れ
、
会
場
は
終

始
、
高
次
元
の
熱
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

今
回
の
貴
重
な
学
び
を
糧
に
、
千
葉
県
の

高
校
剣
道
が
さ
ら
な
る
高
み
へ
と
飛
躍
し
、

来
る
大
舞
台
で
結
実
す
る
こ
と
を
確
信
さ
せ

る
、
極
め
て
有
意
義
な
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

強
化
委
員

坂
本

卓
也

松﨑賢士郎先生
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第
75
回
千
葉
県
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
令
和
7
年
10
月
19
日
（
日
）
柏
市
民
体
育
館

第 1 位・君津市第 2 位　木更津市

3 位　浦安市4 位　松戸市

令
和
7
年
10
月
19
日
（
日
）
柏
市
民
体
育

館
に
て
第
75
回
千
葉
県
民
体
育
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
各
試
合
場
で
白
熱
し
た
試
合

が
展
開
さ
れ
、
左
記
の
団
体
が
見
事
、
入
賞

さ
れ
ま
し
た
。
入
賞
し
た
団
体
の
皆
様
、
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

各
種
大
会
・
講
習
会
等
報
告

第
49
回
千
葉
県
居
合
道
大
会

令
和
7
年
9
月
23
日
（
火
・
祝
）・
県
武
道
館

結

果

四
段
の
部
優
勝
宮
越　
　

潤
（
浦

安
）

五
段
の
部
優
勝
細
谷

研
登
（
浦

安
）

六
段
の
部
優
勝
大
野

直
人
（
四
街
道
）

第
73
回
全
日
本
剣
道
選
手
権
大
会

令
和
7
年
11
月
3
日
（
月
・
祝
）・
日
本
武
道
館

結

果

鈴
木

龍
哉
（
千
葉
市
）

一
回
戦
敗
退

染
谷

恒
貴
（
千
葉
市
）

二
回
戦
敗
退

佐
々
木
陽
一
朗
（
成

田
）

ベ
ス
ト
8

第
64
回
全
日
本
剣
道
女
子
剣
道
選
手
権
大
会

令
和
7
年
11
月
3
日
（
月
・
祝
）・
日
本
武
道
館

結

果

境　
　

桃
花
（
夷

隅
）

二
回
戦
敗
退

鬼
塚

彩
乃
（
君
・
木
）

三
回
戦
敗
退

玉
井　
　

凪
（
浦

安
）

一
回
戦
敗
退

第
73
回
全
国
青
年
剣
道
大
会

令
和
7
年
11
月
9
日
・
10
日
（
土
・
日
）・
東
京
武
道
館

結

果

男
子
団
体
戦

第
三
位

女
子
団
体
戦

第
三
位

男
子
個
人

中
西　
　

功

第
二
位

男
子
個
人

竹
内

尚
哉

第
三
位

移
動
月
例
稽
古
会

令
和
7
年
12
月
20
日
（
土
）・
さ
ん
ぶ
の
森
中
央
体
育
館

参
加
者
58
名

剣
道
稽
古
始
め

令
和
8
年
1
月
12
日
（
月
・
祝
）・
県
武
道
館

参
加
者
158
名

居
合
道
稽
古
始
め

令
和
8
年
1
月
18
日
（
日
）・
四
街
道
総
合
運
動
公
園
体
育
館

参
加
者
170
名

都
道
府
県
対
抗
剣
道
大
会
選
手
選
考
会

2
月
9
日（
日
）・
県
武
道
館

成
年
男
子

次
鋒

青
柳

佑
介
（
君
・
木
）

五
将

本
間　
　

渉
（
千
葉
市
）

中
堅

小
川

侑
吾
（
君
・
木
）

三
将

染
谷

恒
貴
（
千
葉
市
）

副
将

山
内
三
士
郎
（

柏

）

大
将

蒔
田

直
人
（
夷

隅
）

成
年
女
子

次
鋒

鈴
木

瞳
美
（
千
葉
市
）

五
将

境　
　

桃
花
（
夷

隅
）

中
堅

鬼
塚

彩
乃
（
千
葉
市
）

三
将

福
川

菜
月
（
館

山
）

副
将

鈴
木

善
美
（
君
・
木
）

大
将

中
川
久
美
子
（
千
葉
市
）

参
加
者

男
子
32
名
・
女
子
33
名

幼
少
年
剣
道
指
導
者
講
習
会

令
和
8
年
2
月
21
日
（
土
）・
県
武
道
館

講

師
渡
邉
誠
一
郎

参
加
者
74
名

称
号
認
定
会

令
和
8
年
2
月
22
日
（
日
）・
県
武
道
館

受
審
者
剣
道
錬
士
・
28
名

剣
道
教
士
・
20
名

居
合
道
錬
士
・
2
名

居
合
道
錬
士
・
2
名

女
子
講
習
会

令
和
8
年
2
月
28
日
（
土
）・
県
武
道
館

講

師
軽
米

良
臣　
　

久
松

博
美

参
加
者
35
名
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令
和
7
年
11
月
16
日（
日
）千
船
橋
ア
リ
ー

ナ
に
て
第
73
回
地
区
連
盟
対
抗
剣
道
優
勝
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
よ
り
、
小
学
生
・
中
学
生
・
高
校
・

第
73
回
地
区
連
盟
対
抗
剣
道
優
勝
大
会
令
和
7
年
11
月
16
日
（
日
）
船
橋
ア
リ
ー
ナ

優勝　浦安市

優勝　千葉市

優勝　市川市

優勝　浦安市

準優勝　山　武

準優勝　千葉市

準優勝　船橋市

準優勝　市川市

第３位　君津・木更津

第３位　市川市

第３位　我孫子市

第３位　君津・木更津

第３位　君津・木更津

第３位　山　武

第３位　柏　市

第３位　松戸市

高校の部

一般の部

小学生の部

中学生の部 一
般
の
部
と
、
各
地
区
連
盟
の
代
表
が
、
代

表
の
プ
ラ
イ
ド
を
か
け
、
気
迫
の
こ
も
っ
た

試
合
を
展
開
し
ま
し
た
。
結
果
は
市
川
市
が

総
合
優
勝
。
各
部
門
は
左
記
の
通
り
で
す
。
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令和 8 年度行事計画 
月 ೔ ༵ ओ࠵ɾओ؅ 　໊　শ ձ　৔

4

4・5 土・日 全　 剣　 連 第 61 回剣道中央講習会 勝浦市
18 土 千 剣 連 剣道中央講習会伝達講習会 県武道館
19 日 千 剣 連 千葉県演武大会 県武道館
19 日 全　 剣　 連 第 24 回全日本選抜剣道八段優勝大会 名古屋市
29 水（祝） 全　 剣　 連 第 74 回全日本都道府県対抗剣道優勝大会 和歌山県
29 水（祝） 全　 剣　 連 剣道六段審査会 京都市
30 木 全　 剣　 連 剣道七段審査会 京都市

5

1 金 全　 剣　 連 居合道道八段審査会 京都市
1・2 金・土 全　 剣　 連 剣道八段審査会 京都市

2 〜 5 土〜火 全　 剣　 連 第 122 回全日本剣道演武大会 京都市
3 日（祝） 全　 剣　 連 居合・杖道八段審査会・称号審査会（杖道・居合道）範士・教士・錬士 京都市
6 水（休） 全　 剣　 連 剣道称号審査会（範士・教士・錬士） 京都市
9 土 全　 剣　 連 剣道七段審査会 名古屋市

10 日 全　 剣　 連 剣道六段審査会 名古屋市
9・10 土・日 全　 剣　 連 第 32 回女子審判研修会 静岡県

23 土 千 ス ポ 協 県民スポーツ大会 2 部（国スポ選考会）成年男女 県武道館

6

12 〜 14 金〜日 全　 剣　 連 第 64 回中堅剣士講習会 奈良市
19 〜 21 金〜日 全　 剣　 連 第 36 回剣道八段研修会 勝浦市

26 金〜日 全　 剣　 連 居合道七・六段審査会　地区講習会 滋賀県
27 土 千 ス ポ 協 少年国スポ選考会 県武道館

7

4 土 千 剣 連 称号認定会　 県武道館
12 日 全　 剣　 連 第 18 回全日本都道府県対抗女子剣道優勝大会 千代田区

18・19 土・日 関 七 協 関東七県剣道大会 山梨県
25 土 千 剣 連 千葉県女子剣道選手権大会 県武道館

8

1 土 全　 剣　 連 剣道七段審査会 福岡市
2 日 全　 剣　 連 剣道六段審査会 福岡市
8 土 千 剣 連 国民スポーツ大会壮行会・強化 yohas アリーナ

8・9 土・日 全　 剣　 連 剣道八段審査会 名古屋市
15 土 千 剣 連 千葉県剣道選手権大会 県武道館
16 日 千 剣 連 四・五段審査会　 県武道館
18 火 東　 照　 宮 第 76 回日光大会 栃木県

22・23 土・日 日 ス ポ 協 会 関東ブロック大会 yohas アリー
28 金 全　 剣　 連 杖道七・六審査会　地区講習会 福岡市
29 土 全　 剣　 連 剣道七段審査会 仙台市
30 日 全　 剣　 連 剣道六段審査会 仙台市

9

13 日 全　 剣　 連 第 72 回全日本東西対抗剣道大会 長野市
23 水（祝） 千 剣 連 千葉県居合道大会 四街道総合公園体育館
26 土 全　 剣　 連 第 53 回全日本杖道大会 横浜市
27 日 千 剣 連 幼少年指導者講習会 ゼットエー武道場

10

3 土 全　 剣　 連 第 61 回全日本居合道大会 足立区
17 〜 19 土〜月 日 ス ポ 協 第 80 回国民スポーツ大会 青森県

18 日 千 ス ポ 千葉県民スポーツ大会 木更津市
24 土 千 剣 連 七段講習会・月例 ゼットエー武道場

11

3 火（祝） 全　 剣　 連 第 74 回全日本剣道選手権大会 / 第 65 回全日本女子剣道選手権大会 千代田区
7 土 全　 剣　 連 剣道七段審査会 名古屋市
7 土 全　 剣　 連 居合道七・六段審査会 江戸川区
8 日 全　 剣　 連 居合道八段審査会 江戸川区
8 日 全　 剣　 連 剣道六段審査会 名古屋市
8 日 全　 剣　 連 居合道八段審査会 江戸川区

12 木 全　 剣　 連 剣道七段審査会 八王子市
13 金 全　 剣　 連 剣道六段審査会 八王子市

14・15 土・日 全　 剣　 連 第 74 回全国青年剣道大会 足立区
15 日 千 剣 連 地区連盟対抗剣道優勝大会 船橋アリーナ
25 水 全　 剣　 連 称号審査会（剣道・杖道・居合道）教士・錬士 千代田区

25・26 水・木 全　 剣　 連 剣道八段審査会 千代田区

12 12 土 千 剣 連 四・五段審査会　 浦安市
20 日 千 剣 連 移動月例稽古会 市川市塩浜体育館

1 9 土 千 剣 連 稽古始め ゼットエー武道場
29 金 全　 剣　 連 杖道六・七・八段審査会　地区講習会 江戸川区

2

6 土 千 剣 連 都道府県対抗剣道大会 千葉県選考会（男女） 花島運動公園
13 土 全　 剣　 連 剣道七段審査会 甲府市
14 日 全　 剣　 連 剣道六段審査会 甲府市
20 土 千 剣 連 称号認定会 yohas アリーナ
27 土 全　 剣　 連 剣道七段審査会 福岡市
28 日 全　 剣　 連 剣道六段審査会 福岡市

3 7 日 全　 剣　 連 居合道六・七段審査会 京都市
20 土 千 剣 連 四・五段審査会　 浦安市

強 　 　 化
対象者：55 歳以下の者

会　　場 yohas アリーナ（剣道場）

日　　時 13:00 〜 15:00　4 月 25 日・5 月 30 日・6 月 27 日・7 月 4 日（県武道館）・9 月 12 日・11 月 28 日・12 月 26 日・1 月 23 日・
3 月 27 日・8 月 8 日（13:00 〜 17:00）・10 月 10 日（11:00 〜 13:00）・2 月 20 日（称号認定会終了後）　　　　

月 例 稽 古
会　　場 千葉県武道館・科学センターアリーナ・市原ゼットエー武道館

日　　時 17:00 〜 19:00 4 月 11 日・5 月 23 日・6 月 27 日・7 月 25 日・8 月 15 日・9 月 12 日（科学センターアリーナ）
10 月 24 日 （ゼットエー武道場） 11・2・3 月は会場の都合で中止

女子交流稽古会 会　　場 船橋アリーナ
日　　時 9:00 〜 13:00 11 月 28 日　

令和 8 年 3 月 14 日
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4
・
7
・
10
月
指
定

【実施日・会場】
4/11（土） 千葉県武道館
7/25（土） 千葉県武道館

10/24（土） 市原ゼットエー武道場

三

橋

勝

美
（
長

生
）

田

丸

和

弘
（
君
・
木
）

嵩

原

信

之
（
香

取
）

大

木

康

祐
（
山

武
）

大

橋

利

之
（
千
葉
市
）

大

村

宣

夫
（
成

田
）

石

橋　
　

等
（
佐

倉
）

時

田

史
比
古
（
市
原
市
）

飯

沼

浩

徳
（
千
葉
市
）

永

原

聡

子
（
船
橋
市
）

田

山

雄

平
（
市
原
市
）

小

島

卓

也
（
千
葉
市
）

完

倉

正

師
（
佐

倉
）

5
・
8
・
12
月
指
定

【実施日・会場】
5/23（土） 千葉県武道館
8/15（土） 千葉県武道館

12/20（日） 移動月例 市川市塩浜市民体育館

川

邊

愼

一
（
佐

倉
）

嶋

田

武

彦
（
長

生
）

小

林

尚

夫
（
成

田
）

國

藤

昌

彦
（
八
千
代
市
）

原

田　
　

聰
（
佐

倉
）

桑

畑

太
重
郎
（
千
葉
市
）

小

林　
　

浩
（
香

取
）

田

中

富

雄
（
長

生
）

野

村

秋

弘
（
長

狭
）

吉

野

尚

也
（
夷

隅
）

久

松

博

美
（
船
橋
市
）

松

谷

英

信
（
船
橋
市
）

田

中

政

幸
（
市
川
市
）

綾

部　
　

健
（
君
・
木
）

6
・
9
・
1
月
指
定

【実施日・会場】
6/27（土） 千葉県武道館
9/12（土） 科学センターアリーナ
1/9（土） 稽古始め 市原ゼットエー武道場

関

川

忠
美
智
（
夷

隅
）

井

上

雅

仁
（
柏

市
）

吉

田　
　

修
（
長

狭
）

尾

川

浩

仁
（
夷

隅
）

髙

橋

達

夫
（
長

狭
）

里

見

加
寿
代
（
君
・
木
）

白

石

哲

朗
（
千
葉
市
）

有

賀　
　

享
（
佐

倉
）

高

柳

浩

一
（
佐

倉
）

三

浦

俊

哉
（
習
志
野
市
）

植

草

信

広
（
長

生
）

南　
　

昌

和
（
松
戸
市
）

岡

光

辰

彦
（
船
橋
市
）

土

方

直

仁
（
千
葉
市
）

※
11
・
2
・
3
月
は
会
場
の
都
合
で
中
止

令和 8 年度 月例稽古 指名元立ち

千
剣
連
派
遣
講
師
講
習
会
に

つ
い
て

令
和
8
年
度
は
、
千
葉
県
武
道
館
の
改
修

工
事
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、

例
年
千
剣
連
が
主
催
し
て
い
る
講
習
会
を
通

常
通
り
開
催
す
る
こ
と
が
難
し
く
、
特
に
称

号
審
査
を
控
え
た
皆
様
が
、
受
講
機
会
を
逃

し
て
し
ま
う
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
受
講
・
申
し
込
み
に
つ
い
て

こ
の
状
況
を
解
消
す
る
た
め
、
令
和
8
年

度
は
所
属
す
る
地
区
（
ブ
ロ
ッ
ク
）
以
外
の

講
習
会
で
あ
っ
て
も
、
申
し
込
み
を
す
れ
ば

受
講
で
き
る
よ
う
、
各
地
区
連
盟
の
ご
協
力

に
よ
り
体
制
が
整
え
ら
れ
ま
し
た
。

■
開
催
日
程
の
確
認

令
和
8
年
度
の
各
地
区
の
開
催
日
程
は
、

下
表
の
通
り
で
す
。
千
剣
連
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
も
掲
載
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
方
法

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
る
各
地
区
連

盟
の
主
幹
連
盟
事
務
局
（
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

等
）
へ
、
直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
今
後
の
対
応
に
つ
い
て

令
和
8
年
度
に
限
ら
ず
、
令
和
九
年
度
以

降
も
継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。

ご
自
身
の
所
属
地
区
で
の
日
程
が
合
わ
な

い
場
合
や
、
よ
り
多
く
の
受
講
機
会
を
求
め

る
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
制
度
を
活
用
し
て
資
質

の
向
上
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

令和 8 年度　千剣連派遣講師講習会ブロック別開催一覧

ブロック 地区名 日　　時 主　管　連　盟
場　　所 連　絡　先

1
長 狭・安 房
館 山・君 木

令和 8 年 7月 26 日（日） 君津木更津剣道連盟
木更津市民体育館 kimiki.kenren@gmail.com

2 山 武・長 生・夷  隅
令和 8 年 10 月11日（日） 山武剣道連盟

東金市立東金中学校体育館 toruarihara@gmail.com

3 千  葉・市  原
令和 8 年 7月 25 日（土） 市原市剣道連盟

ゼットエ―武道場 i.kendof@gmail.com

4 成  田・佐  倉
令和 8 年 10 月11日（日） 佐倉剣道連盟

四街道総合運動公園体育館 info@sakura-kenren.net

5 銚子・匝瑳・香取・旭
令和 8 年 10 月 25 日（日） 匝瑳剣道連盟

匝瑳市立野栄中学校 sosakendo@outlook.jp

6 習 志 野・八 千 代
令和 9 年 1 月 24 日（日） 習志野市剣道連盟
習志野市袖ヶ浦体育館 seminar@narashino-kendo.org

7
船  橋

令和 8 年 9 月13 日（日） 船橋市剣道連盟
船橋アリーナ yamazaki@funabashi-kendo.gr.jp

鎌ヶ谷
令和 9 年 2 月14 日（日） 鎌ヶ谷市剣道連盟

船橋アリーナ kamakenlen.secretariat@gmail.com

8 市  川・浦  安
令和 8 年 11 月 8 日（日） 浦安市剣道連盟

バルドラール浦安アリーナ（浦安市総合体育館） urayasu2025kendourenmei@gmail.com

9
松 戸・野 田・柏
我孫子・流 山

令和 8 年 12 月12 日（土） 我孫子市剣道連盟
我孫子市民体育館 abikoshikendorenmei@gmail.com

※ 現在所属する地区のブロックとは別のブロックで受講を希望する場合は締め切り等詳細について、主管事務局まで早めにお問い合わせください。　
※ 会場、定員の関係から受講できない場合もあります。　
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剣
道
錬
士

（
東
京
11
月
20
日
）

松
本
由
紀
子
（
千
葉
市
）

吉
田

則
子
（
千
葉
市
）

清
水

泰
輔
（
千
葉
市
）

下
里　
　

修
（
千
葉
市
）

平
山
智
恵
子
（
千
葉
市
）

薩
摩

信
吾
（
千
葉
市
）

佐
藤　
　

誠
（
船
橋
市
）

秋
山

達
也
（
船
橋
市
）

佐
伯

雅
章
（
市
川
市
）

吉
田　
　

順
（
市
川
市
）

垂
井

恒
治
（
松
戸
市
）

塚
原

隆
一
（
松
戸
市
）

千
代
﨑
真
史
（
松
戸
市
）

小
林

孝
吉
（
松
戸
市
）

佐
藤　
　

学
（
野
田
市
）

渡
部

達
也
（
成

田
）

木
藤

裕
輝
（
香

取
）

藤
田

伸
平
（
香

取
）

髙
梨

奈
美
（
香

取
）

須
永

清
彦
（
銚

子
）

齊
藤

隆
雄
（
山

武
）

大
弓

理
香
（
長

生
）

鳥
海

和
彦
（
長

狭
）

西
俣

利
哉
（
市
原
市
）

森　
　

一
明
（
市
原
市
）

金
子
真
次
郎
（
市
原
市
）

大
野

玲
奈
（
柏

市
）

小
森

基
之
（
柏

市
）

千
葉　
　

文
（
柏

市
）

上
野

良
揮
（
流
山
市
）

松
島　
　

央
（
流
山
市
）

磯
口

隆
之
（
流
山
市
）

高
木

久
裕
（
流
山
市
）

小
西

憲
悟
（
八
千
代
市
）

松
山

隆
生
（
八
千
代
市
）

田
代　
　

誠
（
八
千
代
市
）

伊
藤　
　

実
（
八
千
代
市
）

石
川

佳
奈
（
佐

倉
）

鈴
木

寛
之
（
佐

倉
）

剣
道
教
士

（
東
京
11
月
26
日
）

高
橋

憲
弘
（
千
葉
市
）

髙
野　
　

勇
（
千
葉
市
）

髙
橋

郁
夫
（
千
葉
市
）

宮
﨑

正
夫
（
千
葉
市
）

古
田

豊
司
（
習
志
野
市
）

大
平

隆
司
（
船
橋
市
）

牧
野

英
彦
（
市
川
市
）

齊
藤

芳
裕
（
市
川
市
）

大
野

生
雄
（
成

田
）

髙
槗　
　

勝
（
長

生
）

松
田

洋
平
（
夷

隅
）

織
本

建
作
（
君
・
木
）

中
川

健
太
（
君
・
木
）

髙
橋

光
二
（
君
・
木
）

廣
川
登
志
男
（
君
・
木
）

影
山

光
一
（
長

狭
）

加
納

佳
明
（
柏

市
）

岩
切
由
美
子
（
流
山
市
）

竹
内

功
臣
（
八
千
代
市
）

本
橋

猛
夫
（
佐

倉
）

加
賀
美
平
馬
（
佐

倉
）

居
合
道
錬
士

（
東
京
11
月
20
日
）

國
澤

昌
生
（
流

山
）

居
合
道
教
士

（
東
京
11
月
20
日
）

山
中

幹
雄
（
松

戸
）

杖
道
錬
士

（
東
京
11
月
20
日
）

大
﨑

修
平
（
情

動
）

居
合
道
七
段

（
東
京
11
月
30
日
）

中
島　
　

進
（
木
更
津
）

笹
村

絹
代
（
市

川
）

居
合
道
六
段

（
東
京
11
月
30
日
）

渡
邉

洋
介
（
千

葉
）

仲
村

通
洋
（
流
水
館
）

今
井　
　

篤
（
錬
武
館
）

石
井

康
雅
（
市

原
）

山
澤

義
明
（
市

川
）

小
川

勝
秋
（
千

葉
）

剣
道
五
段

（
県
武
道
館
12
月
27
日
）

越
智　
　

新
（
千
葉
市
）

吉
成

祐
貴
（
千
葉
市
）

吉
山　
　

寛
（
千
葉
市
）

北
嶋

祐
太
（
千
葉
市
）

足
立
麻
美
子
（
千
葉
市
）

鈴
木

康
弘
（
千
葉
市
）

井
上

和
也
（
千
葉
市
）

伊
之
井
善
浩
（
千
葉
市
）

田
中

貴
之
（
習
志
野
市
）

佐
藤

耕
太
（
船
橋
市
）

大
坪

一
樹
（
船
橋
市
）

橋
本　
　

作
（
船
橋
市
）

秋
本

涼
太
（
船
橋
市
）

黒
木

宏
治
（
船
橋
市
）

山
野

寛
治
（
市
川
市
）

亀
田

菜
々
（
市
川
市
）

足
立

俊
介
（
市
川
市
）

浅
野

真
仁
（
松
戸
市
）

今
村

浩
貴
（
野
田
市
）

今
村

瑞
穂
（
野
田
市
）

鉞　
　

陽
介
（
野
田
市
）

古
田

一
義
（
銚

子
）

武
田

英
樹
（
匝

瑳
）

蒔
苗

駿
介
（
夷

隅
）

高
橋

宏
基
（
君
・
木
）

田
崎

一
成
（
市
原
市
）

佐
川

利
康
（
市
原
市
）

青
木

裕
哉
（
館

山
）

佐
藤
奈
津
子
（
館

山
）

青
木　
　

彗
（
柏

市
）

青
山

滋
美
（
我
孫
子
市
）

堀
口

麻
衣
（
流
山
市
）

末
永　
　

健
（
流
山
市
）

青
木　
　

徹
（
流
山
市
）

谷

由
美
子
（
八
千
代
市
）

石
橋　
　

隼
（
佐

倉
）

白
鳥
麻
理
奈
（
浦
安
市
）

小
松
﨑
祐
一
（
浦
安
市
）

剣
道
四
段

（
県
武
道
館
12
月
27
日
）

木
内
俊
之
介
（
千
葉
市
）

石
井
琥
太
朗
（
千
葉
市
）

岩
崎

有
真
（
千
葉
市
）

小
宮　
　

基
（
千
葉
市
）

竹
腰

蓮
司
（
千
葉
市
）

稲
村

幸
雄
（
千
葉
市
）

山
岡

永
典
（
千
葉
市
）

吉
田

侑
司
（
千
葉
市
）

佐
藤

健
太
（
千
葉
市
）

安
齋

真
美
（
千
葉
市
）

亀
和
田
将
貴
（
千
葉
市
）

片
田　
　

亮
（
千
葉
市
）

佐
々
木
直
子
（
千
葉
市
）

髙
野

恭
臣
（
千
葉
市
）

田
村
ゆ
か
り
（
千
葉
市
）

金
指

有
美
（
習
志
野
市
）

今
井

海
斗
（
習
志
野
市
）

紺
野

孝
博
（
習
志
野
市
）

伊
藤

正
俊
（
船
橋
市
）

芳
賀

美
和
（
船
橋
市
）

芳
賀　
　

学
（
船
橋
市
）

梅
本

展
孝
（
市
川
市
）

湯
浅

一
樹
（
市
川
市
）

野
崎

恵
介
（
市
川
市
）

鈴
木

界
翔
（
松
戸
市
）

大
森

聖
渚
（
松
戸
市
）

菅
原

文
秋
（
松
戸
市
）

加
藤

髙
一
（
松
戸
市
）

齊
藤　
　

直
（
成

田
）

小
林
遼
太
郎
（
成

田
）

池
田

丞
士
（
成

田
）

大
澤

柾
也
（
成

田
）

中
丸

真
大
（
成

田
）

黒
田

晃
弘
（
成

田
）

田
村

昌
之
（
成

田
）

南
部

善
徳
（
山

武
）

柳
川
幸
太
郎
（
長

生
）

小
川　
　

巽
（
長

生
）

有
馬　
　

響
（
夷

隅
）

石
井
愛
瑠
明
（
夷

隅
）

山
口

隼
人
（
夷

隅
）

宮
田

滉
大
（
夷

隅
）

剣
道
七
段

（
愛
知
11
月
8
日
）

小
久
保
大
樹
（
千
葉
市
）

末
吉

文
武
（
夷

隅
）

剣
道
六
段

（
愛
知
11
月
9
日
）

畑　
　

真
澄
（
松
戸
市
）

窪
田
匠
一
郎
（
市
原
市
）

片
岡
健
太
郎
（
八
千
代
市
）

剣
道
七
段

（
東
京
11
月
14
日
）

佐
藤

大
悟
（
千
葉
市
）

蓮
池

純
一
（
千
葉
市
）

井
上

大
介
（
千
葉
市
）

中
越

慎
也
（
千
葉
市
）

砂
土
居
一
介
（
習
志
野
市
）

一
ノ
瀬
和
夫
（
船
橋
市
）

佐
藤

公
彦
（
市
川
市
）

石
井
可
那
子
（
松
戸
市
）

小
野　
　

仁
（
松
戸
市
）

大
塚

秀
樹
（
成

田
）

都
築

正
亘
（
成

田
）

細
根

寿
征
（
香

取
）

下
田

清
美
（
山

武
）

萩
原　
　

勉
（
山

武
）

石
原　
　

修
（
長

生
）

江
澤

秀
和
（
夷

隅
）

吉
清

隆
司
（
夷

隅
）

鮎
川

和
浩
（
市
原
市
）

古
谷　
　

寛
（
安

房
）

田
邊　
　

勉
（
館

山
）

黒
江

正
章
（
柏

市
）

江
川
久
仁
夫
（
柏

市
）

杉
山

則
夫
（
流
山
市
）

本
田

隆
幸
（
鎌
ケ
谷
市
）

佐
藤

隆
裕
（
八
千
代
市
）

髙
橋

克
年
（
八
千
代
市
）

押
田

晴
行
（
佐

倉
）

箕
輪

圭
治
（
佐

倉
）

山
本

紀
雄
（
佐

倉
）

大
谷

通
男
（
佐

倉
）

剣
道
六
段

（
東
京
11
月
15
日
）

山
口

喜
主
（
千
葉
市
）

佐
藤
ひ
と
み
（
千
葉
市
）

由
利

隆
行
（
千
葉
市
）

河
津

俊
一
（
千
葉
市
）

小
川
紗
世
子
（
千
葉
市
）

森　
　

慶
成
（
習
志
野
市
）

飯
野

和
貴
（
船
橋
市
）

羽
賀

大
介
（
船
橋
市
）

岡
本

弘
毅
（
市
川
市
）

福
島

洋
介
（
松
戸
市
）

佐
々
木
陽
一
朗

（
成

田
）

石
川

雄
瑳
（
成

田
）

福
田
い
づ
み
（
成

田
）

山
本

康
雄
（
成

田
）

富　
　
　

薫
（
成

田
）

布
野

重
巳
（
成

田
）

小
堀

真
市
（
香

取
）

赤
座

美
樹
（
匝

瑳
）

鈴
木

茂
實
（
山

武
）

元
吉

将
弥
（
長

生
）

関
谷

大
輔
（
長

生
）

岩
切

勇
人
（
夷

隅
）

會
澤

直
也
（
君
・
木
）

田
村

伸
之
（
市
原
市
）

北
川

淳
一
（
市
原
市
）

関
口

智
也
（
市
原
市
）

杉
原

春
生
（
市
原
市
）

尾
﨑

真
一
（
柏

市
）

村
上

善
則
（
柏

市
）

佐
藤

喜
美
（
柏

市
）

廣
瀬　
　

学
（
柏

市
）

今
橋

知
宏
（
我
孫
子
市
）

村
松　
　

敦
（
鎌
ケ
谷
市
）

一
門

俊
光
（
八
千
代
市
）

江
野
澤
清
美
（
佐

倉
）

根
本　
　

豊
（
佐

倉
）

石
木
田
正
義
（
佐

倉
）

加
藤

行
雄
（
佐

倉
）

宮
脇

守
（
浦

安
）

審
査
会
報
告
【
合
格
者
名
簿
】

令
和
7
年
度

全
日
本
剣
道
連
盟
有
功
賞
受
賞
者

佐藤　和 ʢ�9 ʣ最首 一利 ʢ�8ࡀ ʣࡀ

長きに渡り長生剣道連盟の役員
を歴任し、会長として連盟の円
滑な運営と地域の剣道普及発
展に多大なる貢献をした。千葉
県剣道連盟においても、理事、
常任理事として職務にあたった。

高等学校教諭として奉職され、
熱心に高校剣道指導にあたら
れ、多年にわたり育成と発展に
尽力した。夷隅剣道連盟では理
事長、副会長、会長を歴任され、
剣道の普及発展に貢献した。

千
葉
県
の
剣
道
普
及
及
び
発
展
に
貢
献
さ

れ
た
、
令
和
7
年
度
少
年
剣
道
教
育
奨
励

賞
受
賞
団
体
で
す
。

真
砂
剣
友
会

千
葉
市

習
志
野
武
道
館

習
志
野
市

曽
谷
青
少
年
剣
友
会

市
川
市

富
士
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

成

田

眞
心
館

香

取

天
羽
剣
志
会

君
・
木

市
津
剣
友
会

市
原
市

令
和
7
年
度

少
年
剣
道
教
育
奨
励
賞
受
賞
団
体
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戸
城

颯
太
（
夷

隅
）NICHOLAS RICHARDSON

（
夷

隅
）

沼　
　

敏
章
（
夷

隅
）

石
橋

弘
安
（
夷

隅
）

土
井

清
佳
（
君
・
木
）

齊
藤
安
斗
夢
（
市
原
市
）

佐
川

大
輝
（
市
原
市
）

岩
佐

朋
香
（
柏

市
）

久
住
航
太
郎
（
柏

市
）

福
田

悠
樹
（
柏

市
）

金
村

勇
十
（
柏

市
）

渡
利

泰
山
（
柏

市
）

山
口

陽
生
（
我
孫
子
市
）

吉
玉

亮
三
（
我
孫
子
市
）

中
西

悠
真
（
流
山
市
）

本
田

育
代
（
鎌
ケ
谷
市
）

野
田

始
榮
（
佐

倉
）

下
条

瑠
英
（
佐

倉
）

立
石　
　

建
（
佐

倉
）

松
和　
　

然
（
浦
安
市
）

花
田
龍
一
朗
（
浦
安
市
）

佐
藤

明
彦
（
浦
安
市
）

剣
道
七
段

（
山
梨
2
月
14
日
）

矢
野

政
昭
（
千
葉
市
）

大
久
保
豪
紀
（
習
志
野
市
）

猪
谷

政
人
（
船
橋
市
）

清
水

信
宏
（
船
橋
市
）

深
堀

隆
男
（
船
橋
市
）

後
藤　
　

歩
（
市
川
市
）

南
條

駿
介
（
松
戸
市
）

渡
邉　
　

淳
（
松
戸
市
）

稲
垣　
　

翔
（
成

田
）

外
山

泰
斗
（

旭

）

浅
野

薫
子
（
山

武
）

内
田　
　

暁
（
夷

隅
）

鈴
木

悠
平
（
安

房
）

島
田

陽
平
（
館

山
）

谷
野

伸
子
（
館

山
）

鈴
木　
　

亮
（
八
千
代
市
）

小
川

剛
史
（
佐

倉
）

剣
道
六
段

（
山
梨
2
月
15
日
）

宮　
　

正
貴
（
千
葉
市
）

宮
田

大
地
（
千
葉
市
）

山
本

文
夫
（
千
葉
市
）

牛
丸

裕
介
（
千
葉
市
）

山
本

雅
人
（
千
葉
市
）

鈴
木

基
夫
（
千
葉
市
）

村
山

哲
生
（
習
志
野
市
）

松
山
賢
太
郎
（
船
橋
市
）

小
谷

裕
治
（
船
橋
市
）

石
坂

佳
子
（
船
橋
市
）

鈴
木　
　

孝
（
市
川
市
）

藤
村

仁
巳
（
市
川
市
）

菊
池

玲
子
（
松
戸
市
）

原
田

祐
伴
（
成

田
）

新
藤

裕
成
（
成

田
）

大
木

友
和
（
山

武
）

齊
藤　
　

聡
（
夷

隅
）

金
綱

文
香
（
夷

隅
）

佐
久
間
圭
一
（
夷

隅
）

礒
野

恒
明
（
夷

隅
）

西
阪　
　

尚
（
市
原
市
）

木
對

和
紀
（
市
原
市
）

新
関　
　

太
（
流
山
市
）

君
島

久
夫
（
流
山
市
）

満
田
圭
一
郎
（
八
千
代
市
）

神
尾

裕
蔵
（
八
千
代
市
）

遠
藤

直
己
（
佐

倉
）

甕　
　

健
介
（
浦
安
市
）

剣
道
六
段

（
福
岡
2
月
28
日
）

伊
藤

丈
夫
（
船
橋
市
）

剣
道
七
段

（
福
岡
3
月
1
日
）

三
枚
堂
勝
己
（
船
橋
市
）

居
合
道
七
段

（
京
都
3
月
8
日
）

小
川

健
太
（
四
街
道
）

剣
道
四
段

（
県
武
道
館
3
月
28
日
）

菊
前　
　

陽
（
千
葉
市
）

杉
久
保
栞
那
（
千
葉
市
）

阿
部

隼
人
（
千
葉
市
）

横
山

実
祐
（
千
葉
市
）

服
部　
　

誠
（
千
葉
市
）

平
山

達
也
（
千
葉
市
）

沖
中

拓
海
（
船
橋
市
）

宮
内

健
太
（
船
橋
市
）

谷
口

仁
志
（
船
橋
市
）

髙
瀬

真
琴
（
市
川
市
）

片
倉

美
保
（
市
川
市
）

鈴
木

瑠
夏
（
松
戸
市
）

大
江

咲
穂
（
松
戸
市
）

金
子　
　

武
（
野
田
市
）

廣
川
つ
る
ぎ
（
成

田
）

酒
井

武
志
（
成

田
）

西
山

賢
信
（
成

田
）

小
林

裕
二
（
成

田
）

和
田　
　

耀
（
成

田
）

池
田

泰
斗
（

旭

）

河
野

皓
太
（
山

武
）

岸
川

嶺
文
（
山

武
）

関　
　

佑
介
（
長

生
）

藤
㟢

秀
城
（
長

生
）

木
村

颯
仁
（
夷

隅
）

伊
東　
　

允
（
夷

隅
）

髙
橋

佑
妃
（
夷

隅
）

松
下

明
暖
（
夷

隅
）

淺
野

颯
斗
（
夷

隅
）

眞
田

幸
輝
（
夷

隅
）

田
島

礼
雄
（
夷

隅
）

木
村

心
音
（
君
・
木
）

土
田

夏
萌
（
君
・
木
）

惠
藤

幹
太
（
君
・
木
）

山
本

修
也
（
君
・
木
）

松
本

佳
倫
（
君
・
木
）

中
武

蒼
真
（
君
・
木
）

石
塚

朋
美
（
君
・
木
）

福
田

真
大
（
君
・
木
）

關
口

裕
也
（
君
・
木
）

千
頭
井
勝
光
（
君
・
木
）

杉
浦　
　

諄
（
市
原
市
）

堀　
　

延
雄
（
市
原
市
）

佐
藤

聡
仁
（
市
原
市
）

遠
山

蓮
介
（
柏

市
）

横
瀬

友
佑
（
流
山
市
）

春
山

佳
澄
（
流
山
市
）

藤
塚
稜
太
朗
（
流
山
市
）

青
景

圭
樹
（
流
山
市
）

太
田

将
輝
（
鎌
ヶ
谷
市
）

西

滉
太
郎
（
八
千
代
市
）

池
尻

健
治
（
八
千
代
市
）

吉
田

智
宏
（
八
千
代
市
）

久
保
田
恭
治
（
佐

倉
）

木
皿

匠
音
（
浦
安
市
）

金
子

千
晶
（
浦
安
市
）

剣
道
五
段

（
県
武
道
館
3
月
28
日
）

川
名

遥
香
（
千
葉
市
）

板
倉

大
樹
（
千
葉
市
）

髙
橋
康
太
朗
（
千
葉
市
）

中
嶋

敬
太
（
千
葉
市
）

保
科

智
憲
（
千
葉
市
）

宮
㟢

俊
行
（
船
橋
市
）

塚
本
慎
太
郎
（
船
橋
市
）

齋
藤
あ
や
め
（
市
川
市
）

小
副
川

聡
（
市
川
市
）

國
島　
　

圭
（
市
川
市
）

渡
邉

勇
和
（
松
戸
市
）

爲
田

元
幸
（
松
戸
市
）

平
井

皓
累
（
松
戸
市
）

狩
野

康
介
（
松
戸
市
）

田
邊　
　

司
（
松
戸
市
）

岡
田　
　

亮
（
野
田
市
）

大
野

聖
耶
（
成

田
）

渡
瀨

篤
弘
（
成

田
）

玉
﨑

宗
弘
（
銚

子
）

泉
田

淳
志
（

旭

）

大
熊

悠
太
（
山

武
）

山
本

浩
已
（
山

武
）

押
元

優
弥
（
館

山
）

鈴
木　
　

渉
（
館

山
）

宮
内

友
也
（
柏

市
）

山
野

仰
厚
（
柏

市
）

堀
内

康
典
（
我
孫
子
市
）

上
野

梨
央
（
流
山
市
）

築
野

由
江
（
流
山
市
）

長
谷
川
亜
妃
（
八
千
代
市
）

村
上

初
妃
（
八
千
代
市
）

市
川　
　

尚
（
八
千
代
市
）

市
之
瀬
裕
太
（
佐

倉
）

伊
藤

孝
幸
（
佐

倉
）

全
剣
連
か
ら
の

お
知
ら
せ

⽵
⼑
の
安
全
性
に
関
わ
る

重
⼤
な
事
故
を
防
ぐ
た
め
に

⽵
⼑
の
点
検
と
⼿
⼊
れ
の
お
願
い

￨
医
・
科
学
委
員
会
／
⽵
⼑
及
び
剣
道
具
安

全
性
検
討
特
別
⼩
委
員
会
よ
り

近
年
、
竹
⼑
の
安
全
性
に
関
わ
る
重
大
な
事

故
、
な
ら
び
に
重
大
な
事
故
に
つ
な
が
り
か
ね

な
い
危
険
な
事
象
が
、
地
方
代
表
団
体
お
よ
び

全
国
組
織
関
連
団
体
か
ら
継
続
し
て
報
告
さ
れ

て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
事
故
等
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
竹

⼑
の
点
検
・
手
入
れ
の
重
要
性
に
つ
い
て
、
改

め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
報
告
さ
れ
て
い
る
事
故
の
事
例

竹
⼑
が
破
損
し
、
そ
の
破
片
が
⾯
金
の
隙
間

を
貫
通
し
て
負
傷
す
る
事
故
が
、
毎
年
の
よ
う

に
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
失
明
を
は
じ
め
、
破

片
の
頬
の
刺
傷
、
眉
間
や
こ
め
か
み
へ
の
接
触

な
ど
、
深
刻
な
事
例
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

竹
⼑
の
破
損
は
、
乾
燥
、
湿
度
・
温
度
変
化
、

稽
古
量
の
増
加
、
日
頃
の
点
検
・
手
入
れ
不
足

な
ど
が
重
な
っ
て
起
こ
り
、
季
節
を
問
わ
ず
発

生
し
ま
す
。

■【
重
要
】
事
故
の
前
に
は
、

必
ず
「
⼩
さ
な
異
変
」
が
あ
り
ま
す

竹
の
表
⾯
や
内
部
に
生
じ
る
、
わ
ず
か
な
ひ

び
割
れ
や
サ
サ
ク
レ
は
、
破
損
に
至
る
初
期
段

階
の
サ
イ
ン
で
す
。

こ
の
状
態
で
稽
古
を
続
け
る
と
、
打
突
の
衝

撃
で
竹
⼑
が
破
損
し
、
重
大
事
故
に
発
展
す
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

「
異
変
の
小
さ
な
う
ち
に
手
入
れ
・
交
換
す

る
」
判
断
を
た
め
ら
わ
な
い
こ
と
が
、
事
故
防

止
の
要
で
す
。

■
剣
道
の
「
安
全
」
は
、

習
慣
に
よ
っ
て
守
ら
れ
ま
す

剣
道
は
竹
⼑
を
用
い
る
こ
と
で
高
い
安
全

性
を
確
保
し
て
い
ま
す
が
、「
絶
対
的
な
安
全
」

は
存
在
し
ま
せ
ん
。
最
後
に
安
全
を
担
保
す

る
の
は
、
実
践
者
一
人
ひ
と
り
の
意
識
と
行

動
で
す
。

毎
回
、
同
じ
目
線
で
、
同
じ
ポ
イ
ン
ト
を
見

る
─
─
こ
の
習
慣
化
、
積
み
重
ね
が
、
重
大
な

事
故
を
防
ぎ
ま
す
。

■
⽵
⼑
の
安
全
確
認
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン

ト
い
ま
す
ぐ
確
認
を
お
願
い
し
ま
す

以
下
の
項
目
は
す
べ
て
、
条
件
次
第
で
重
大

事
故
に
つ
な
が
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

稽
古
の
前
・
中
・
後
を
問
わ
ず
、
常
に
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

【
安
全
確
認
の
チ
ェッ
ク
ポ
イ
ン
ト
】

①
⽵
に
関
し
て

•
割
れ
・
裂
け
・
サ
サ
ク
レ
の
有
無
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◎
称
号
・
段
級
位
審
査
規
則
が
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

六
十
五
歳
以
上
の
会
員
の
方
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
修
業
年
限
の
短
縮
は
精
進
へ
の
追
い
風
で

す
。
次
な
る
高
み
へ
歩
み
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

広
報
委
員
会

完
倉
正
師
・
時
友
聡
朗
・
古
屋
秀
基

称
号
・
段
級
位
審
査
規
則

「
改
定
」
の
お
知
ら
せ

（
令
和
8
年
4
月
1
日
付
施
行
）

今
回
の
改
定
は
、
65
歳
以
上
の
受
審
者
を

対
象
と
し
た
修
業
年
限
（
次
の
段
位
ま
で
に

必
要
な
期
間
）
の
短
縮
措
置
で
す
。

ま
ず
令
和
7
年
に
高
段
位
（
六
段
以
上
）

で
導
入
さ
れ
、
続
い
て
令
和
8
年
4
月
1
日

か
ら
は
三
段
か
ら
五
段
に
対
し
て
も
適
用
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

審
査
当
日
に
満
65
歳
以
上
で
あ
る
場
合
、

下
表
で
示
さ
れ
た
短
縮
規
定
が
適
用
さ
れ

ま
す
。

■
制
度
の
ポ
イ
ン
ト
と
注
意
点

適
用
の
タ
イ
ミ
ン
グ
修
業
年
限
は
「
65
歳

に
な
っ
て
か
ら
の
期
間
」
で
は
な
く
、「
前
段

位
を
取
得
し
た
日
か
ら
の
通
算
年
数
」
で
計

算
さ
れ
ま
す
。

例
65
歳
の
方
が
、
2
年
前
に
五
段
を
取
得

し
て
い
れ
ば
、
令
和
8
年
6
月
以
降
す

ぐ
に
六
段
を
受
審
可
能
で
す
。

全
日
本
剣
道
連
盟
か
ら
は
、
こ
の
優
遇
措

置
を
積
極
的
に
活
用
す
る
よ
う
通
達
が
出
て

い
ま
す
。
生
涯
剣
道
を
歩
ま
れ
る
皆
様
の
挑

戦
を
後
押
し
す
る
制
度
で
す
。

剣
道
に
「
遅
す
ぎ
る
」
と
い
う
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
こ
の
新
し
い
規
則
を
追
い
風
に
、

皆
様
が
追
求
す
る
「
剣
の
理
法
」
を
審
査
の

場
で
披
露
さ
れ
る
こ
と
を
、
役
員
一
同
心
よ

り
応
援
し
て
お
り
ま
す
。

段
位
・
称
号
に
お
け
る

登
録
料
改
定
の
お
知
ら
せ

全
日
本
剣
道
連
盟
よ
り
、
四
段
以
上
の
段

位
お
よ
び
称
号
の
「
登
録
料
」
を
改
定
す
る

改
定
箇
所
は
、一
覧
に
し
て
全
剣
連
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
内
「
全
剣
連
書
庫
」
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
を
掲

載
し
て
あ
り
ま
す
。
ご
確
認
・
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

高齢受審者（65 歳以上）に対する修業年限の短縮一覧

受審段位 従来の修業年限 短縮後の修業年限 施行時期

三　段 二段受有後 2 年以上 二段受有後 1 年以上
令和 8 年
4 月1日～

四　段 三段受有後 3 年以上 三段受有後 2 年以上

五　段 四段受有後 4 年以上 四段受有後 2 年以上

六　段 五段受有後 5 年以上 五段受有後 2 年以上
令和 7 年
6 月1日～

七　段 六段受有後 6 年以上 六段受有後 3 年以上

八　段 七段受有後 10 年以上 七段受有後 5 年以上全剣連 HP
全剣連書庫

•
乾
燥
や
劣
化
に
よ
る
、
ひ
び
等
の
兆
候
の
有
無

•
竹
⼑
の
し
な
り
、
な
ら
び
に
戻
り
の
異
常
の

有
無

②
付
属
品
に
つ
い
て

•
先
⾰
・
中
結
・
柄
⾰
の
破
れ
、
劣
化
の
有
無

•
弦
の
劣
化
（
摩
耗
、
伸
び
等
）
の
有
無

③
仕
組
み
に
つ
い
て

•
弦
の
締
め
具
合

•
先
⾰
・
柄
⾰
の
緩
み
（
適
切
な
サ
イ
ズ
）

•
中
結
の
締
め
具
合
お
よ
び
位
置
（
竹
⼑
全
長

の
1
／
4
）
の
適
正
さ

•
仕
組
ん
だ
状
態
で
の
不
自
然
な
隙
間
や
ズ
レ

の
有
無

•
振
る
・
叩
く
動
作
時
の
異
音
の
有
無

※
実
践
中
の
打
突
時
に
⾳
・
感
触
・
し
な
り
方

の
違
和
感
の
あ
る
場
合
は
、
稽
古
・
試
合
中

で
あ
っ
て
も
直
ち
に
使
用
を
中
止
し
て
く
だ

さ
い
。

【
対
象
者
と
実
施
す
べ
き
施
策
】

•
実
践
者（
す
べ
て
の
稽
古
参
加
者
、関
係
者
）：

こ
ま
め
な
点
検
と
手
入
れ
、
安
全
な
竹
⼑
を

使
用
す
る
。

•
指
導
者
：
稽
古
（
試
合
）
前
後
・
休
憩
時
の

確
認
、
使
用
中
止
の
判
断
と
指
示
。

•
⽤
具
メ
ー
カ
ー
・
販
売
店
：
安
全
性
を
考
慮

し
た
製
品
設
計
・
品
質
管
理
、
な
ら
び
に
適

切
な
使
用
・
手
入
れ
方
法
の
情
報
提
供
。全剣連 HP

全剣連のお知らせ

と
の
決
定
が
通
知
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
改
定
は
、
平
成
9
年
以
来
28
年
間

に
わ
た
り
維
持
さ
れ
て
き
た
現
行
料
金
を
、

近
年
の
急
速
な
物
価
高
騰
に
伴
う
運
営
費
不

足
を
解
消
す
る
た
め
に
見
直
す
も
の
で
す
。

改
定
幅
は
、
同
期
間
の
物
価
上
昇
率
と
同
程

度
の
2
割
弱
の
引
き
上
げ
と
な
り
ま
す
。

■
改
定
の
概
要

•
対

象
四
段
以
上
の
各
段
位
、
お
よ
び

各
称
号
（
錬
士
・
教
士
・
範
士
）

の
登
録
料
。

•
受
審
料
今
回
の
改
定
に
よ
る
変
更
は
あ

り
ま
せ
ん
。

•
改
定
率
平
均
17.9
%
の
引
き
上
げ
。

■
適
⽤
開
始
時
期

•
令
和
8
年
度
の
審
査
会
よ
り
適
用
さ
れ

ま
す
。

今
後
の
審
査
受
審
を
計
画
さ
れ
て
い
る
皆

さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
今
年
度
よ
り
新

料
金
が
適
用
さ
れ
る
点
に
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

諸
般
の
事
情
を
ご
賢
察
い
た
だ
き
、
ご
理
解

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。




